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山
形
Ｄ
Ｃ
を
見
据
え
、
孫
田
浩

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
長
井
西
置

賜
菓
子
組
合
・
ラ
ラ
ラ
部
会
が
開

発
し
、
公
開
の
試
食
審
査
会
を
経

て
選
ば
れ
た
、
西
置
賜
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
５
種
類
の
ラ
ス
ク
。
馬

肉
×
行
者
菜
の
ほ
か
に
、
秘
伝
豆

×
馬
の
か
み
し
め
、
雑
穀
×
し
ょ

う
ゆ
、
山
ぶ
ど
う
×
べ
に
花
、
ど

ぶ
ろ
く
×
苺
の
１
０
種
類
の
食
材

が
奏
で
る
豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

き
っ
と
見
つ
か
る
あ
な
た
好
み
の

西
置
賜
ら
し
い
味
。
く
ち
に
す
る

た
び
、
く
ち
ず
さ
む
の
は
「
ラ
、

ラ
、
ラ
、
ラ
、
ラ
ス
ク
」
で
し

ょ
！

「
ラ
、ラ
、ラ
、ラ
、ラ
ス
ク
」

菓
子
司 

福
田
屋
の

今
月
の
行
事
予
定

１
日
（
土
）	　

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
金
型
製
作

３
日
（
月
）	　

女
性
会
新
年
会
（
は
ぎ
苑
）

	

　

  

地
域
資
源
活
用
研
修
会
（
研
修
室
）

４
日
（
火
）	　

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
①
（
ア
ゼ
リ
ア
）

	

　

  

置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会（
米
沢
市
）

	

　

  

青
年
部
会
役
員
会
（
研
修
室
）

５
日
（
水
）	　

マ
ル
経
審
査
会
（
研
修
室
）

６
日
（
月
）	　

消
費
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
ゼ
リ
ア
）

７
日
（
金
）	　

長
井
警
察
署
員
を
励
ま
す
会

 

（
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）

９
日
（
日
）	　

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
金
型
製
作

12
日
（
水
）　

女
性
会
三
役
・
正
副
委
員
長
会
議

（
シ
ャ
ロ
ア
）

13
日
（
木
）　

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア

（
大
田
区
／
～
15
日
）

16
日
（
日
）　

生
活
衛
生
・
観
光
部
会
視
察
研
修

（
横
浜
方
面
／
～
15
日
）

19
日
（
水
）　

中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
①

（
研
修
室
）

21
日
（
金
）　

山
形
銀
行
獅
舟
会
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

（
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）

23
日
（
日
）　

第
１
３
６
回
簿
記
検
定
試
験

25
日
（
火
）　

三
役
会
（
会
頭
室
）

	

　

  

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
②
（
ア
ゼ
リ
ア
）

26
日
（
水
）　

税
務
個
別
相
談
（
相
談
室
）

27
日
（
木
）　

中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
②

（
研
修
室
）
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昨
年
の
当
所
臨
時
総
会
で
副
会
頭
に
推

挙
さ
れ
た
。
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
社
を
経

て
長
井
公
共
職
業
安
定
所
に
勤
務
す
る
父
、

都
内
で
看
護
教
育
を
受
け
看
護
師
と
し
て

県
労
働
基
準
局
に
勤
務
す
る
母
、
両
親
公

務
員
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

現
社
業
の
前
身
で
あ
る
「
貼
箱
（
は
り

ば
こ
）」
制
作
は
父
方
の
親
戚
の
指
導
を
受

け
、
当
時
加
藤
組
の
製
材
部
門
で
端
材
を

使
い
葡
萄
収
穫
用
の
木
箱
を
造
り
始
め
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
当
人
が
小
学
生
の
こ

ろ
、
三
菱
鉛
筆
や
東
京
芝
浦
電
気
（
マ
ル

コ
ン
電
子
）
製
品
の
梱
包
用
と
し
て
受
注
を

開
始
し
た
。
あ
や
め
団
子
の
箱
を
市
内
の

お
菓
子
屋
さ
ん
に
多
数
納
入
し
て
い
た
の

も
当
時
か
ら
。

　

病
欠
が
多
か
っ
た
低
学
年
だ
が
、
4
年

生
に
な
る
と
体
力
が
つ
き
「
た
だ
い
ま
～

い
っ
て
き
ま
す
」
の
毎
日
。
夕
方
暗
く
な

る
ま
で
野
山
を
駆
け
回
っ
た
。
中
学
時
代

は
バ
レ
ー
部
に
。（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ

ー
）

　

長
井
高
校
時
代
は
弓
道
部
。
西
置
賜
大

会
準
優
勝
が
最
高
位
。「
大
学
進
学
の
選
択

肢
も
あ
る
。
会
社
承
継
は
そ
こ
で
考
え
て

も
遅
く
な
い
」
当
時
医
業
を
志
し
て
い
た
兄

（
現
在
帯
広
市
で
歯
科
医
師
）
の
影
響
も
あ

り
、
日
本
大
学
（
理
工
学
部
・
機
械
工
学
）

へ
進
学
し
た
。

  

大
学
時
代
の
住
ま
い
は
、
小
石
川
市
の
育

英
会
寮
に
始
ま
る
。「
勉
学
環
境
を
変
え
る

た
め
」
西
日
暮
里
の
ア
パ
ー
ト
に
転
居
、
後

に
歯
学
部
に
学
ぶ
兄
と
同
居
（
千
葉
県･

松

戸
市
）
し
な
が
ら
千
代
田
線
で
通
学
し
機

械
工
学
を
学
ん
だ
。
学
部
で
１
５
０
cc
バ

イ
ク
の
2
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
組
立
て

な
が
ら
「
将
来
は
機
械
修
理
工
も
い
い
な

ぁ
」
漠
然
と
将
来
を
標
榜
し
て
い
た
。
卒
業

間
近
に
な
り
「
誰
の
お
か
げ
で
大
学
に
行

か
せ
て
も
ら
っ
た
か
考
え
な
さ
い
…
」
母

の
一
声
が
転
機
。
社
業
承
継
を
大
前
提
に
、

い
っ
た
ん
長
井
に
戻
り
、
王
子
製
紙
（
東

京
・
江
戸
川
工
場
）
で
現
場
・
業
務
・
営
業
、

同
社
秋
田
事
業
所
に
転
じ
る
。
こ
の
間
3

年
を
経
て
加
藤
紙
器
に
入
社
し
た
。

　

国
内
製
紙
業
界
は
少
子
高
齢
化
の
影
響

か
ら
、
製
紙
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
大
手
各
社
と
も

Ｍ
＆
Ａ
を
実
施
し
、
海
外
事
業
や
植
林
の

強
化
、
新
技
術
の
開
発
な
ど
に
知
恵
を
絞

り
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
す
る
こ
と

で
成
長
性
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

当
社
は
電
子
デ
バ

イ
ス
産
業
等
と
は
異

な
り
「
身
近
な
モ
ノ

づ
く
り
の
現
場
と
し

て
高
齢
者
の
再
雇
用

等
で
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

●店内入り口付近ボックス

●大切なトイレ。清潔感あり。

□スナックjuju
　　　　　　　　　　　　
代表者　松下浩子さん（40）
　　　  （まつした・ひろこ）

●営業　20:00～24:00　不定休
●セットチャージ　1,000円
●ドリンク
　ビール（グラス）600円
　ボトル　ウィスキー　5,000～
　　　　　　焼酎　3,000円～
●カラオケ別　曲200円
●フード　予算に応じて
　　　　　焼うどん、焼きそば人気
●席数　カウンター6席
　　　　ボックス最大50席
●スタッフ　女性4名/男性1名
●浩子ママは厨房（ウラ方）が多く
「フロアに呼んでいただければ、何
時でもご一緒させていただきます

（談）」
●店名意味　ジュジュ【juju】とは
（西アフリカ先住民の）お守り。「魔
除け」から命名

☎88-5473

★
大泉
建設
●

●桑嶋
　記念館

●
ろうきんグ

ン
ゼ
通
り

本
町
通
り

●かとう・まさお さん
　昭和28年生まれ

長井市本町在住
平成26年度　長井市倫
理法人会会長
㈱加藤紙器　代表取締役
創業 1952年12月

⑩ 長井商工会議所　副会頭

加藤眞佐夫さん

　

平
成
2
年
来
母
が
経
営
し
て
い
た
「
ス
ナ
ッ
ク
・
ふ

れ
ん
ず
」
を
23
年
に
承
継
し
、
25
年
3
月
移
設
改
装
を

経
て
ス
ナ
ッ
ク
「juju

」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。

■
い
い
意
味
で
マ
イ
ペ
ー
ス

　

改
装
時
に
今
後
の
こ
と
を
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
」。

前
の
店
（
ふ
れ
ん
ず
）
時
代
か
ら
の
客
が
馴
染
む
よ
う
、

ま
た
新
し
い
客
へ
の
対
応
…
経
営
者
と
し
て
の
ス
タ
ッ

フ
の
労
務
管
理
…
「
深
く
考
え
て
も
解
決
し
な
い
こ
と

が
多
い
。
実
直
に
毎
日
お
客
様
目
線
で
接
客
し
よ
う
」

と
決
め
た
。
仕
入
れ
や
経
理
面
な
ど
母
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
今
で
も
受
け
て
い
る
。

■
新
規
さ
ん
と
常
連
と
の
折
り
合
い

　
「
○
○
の
よ
う
な
感
じ
の
お
店
に
行
き
た
い
ん
だ
け

ど
。
ど
こ
が
い
い
？
」
一
次
会
か
ら
の
流
れ
の
タ
ク
シ

ー
中
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
で
運
転
手
さ
ん
か
ら
聴
い

て
来
店
す
る
客
が
多
い
と
か
。「
口
コ
ミ
は
大
切
で
す

ね
。
あ
り
が
た
い
で
す
」
反
面
、常
連
客
と
「
一
定
に
保

っ
て
い
る
」
距
離
感
も
大
切
に
し
て
い
る
。

【
解
説 

新
規
客
の
創
出
】

　
新
規
客
と
は
、
初
め
て
お
店
を
訪
れ
る
お
客
様
の
こ

と
で
す
。
普
通
に
考
え
て
、
ス
ナ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
の

「
行
っ
た
こ
と
が
な
い
お
店
」
に
一
人
で
入
る
の
は
、
か

な
り
勇
気
の
い
る
も
の
。
見
知
ら
ぬ
ス
ナ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン

ジ
に
一
人
で
入
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
、

見
知
ら
ぬ
お
店
は
敷
居
が
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

  

し
か
し
、
職
場
の
同
僚
や
昔
か
ら
の
友
人
の
行
き
つ
け

の
お
店
な
ら
話
は
別
で
す
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん

情
報
も
信
用
度
と
し
て
は
高
ラ
ン
ク
。
同
じ
よ
う
な
環

境
の
人
間
が
通
っ
て
い
る
お
店
な
ら
、金
銭
的
に
も
心
配

し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
気
軽
に
行
け
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ナ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
は
「
馴
染
み

の
客
」
が
新
し
い
お
客
様
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
の
が
、

唯
一
の
「
新
規
客
の
獲
得
策
」
と
言
え
ま
す
。
で
す
か

ら
、馴
染
み
客
が
連
れ
て
き
て
く
れ
た
「
新
し
い
お
客
様

の
情
報
を
最
初
に
、
ど
れ
だ
け
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
か
」
が
勝
負
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
新
規
客
の
囲
い
込
み
こ
そ
が
、
お
客
様
の
固
定
化
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

【
解
説 

顧
客
維
持
】

　
顧
客
維
持
と
は
、
何
回
か
来
店
さ
れ
て
い
る
お
客
様

を
流
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
お
客
様
と
の
距
離
は
縮
ん
で

き
ま
す
。
新
た
な
お
客
様
を
引
き
連
れ
て
、
そ
の
店
舗

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
自
分
ひ
と

り
で
は
、
何
も
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ス

ナ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
に
不
足
す
る
と
こ
ろ
を
認
識
し
、
そ
の
穴
を
埋
め

る
人
を
雇
用
す
る
」
飲
食
店
経
営
と
は
、
特
に
そ
う
い
っ

た
面
も
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【事例】老舗スナックを母から承継 ⑩

スナック『juju』（ジュジュ）　　松下浩子さん
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会
員
集
い
、
新
年
の
門
出 

祝
う

立教大学経済学部教授

山
や ま ぐ ち

口義
よ し

行
ゆ き

氏招き講演

　

長
井
商
工
会
議
所
六
部
会
（
商
業
、
工

業
、
建
設
、
金
融
・
保
険
、
生
活
衛
生
・

観
光
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
）
主
催
の
会

員
新
春
祝
賀
会
が
１
月
14
日
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
で

開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
立
教

大
学
経
済
学
部
教
授
の
山
口
義
行
さ
ん
が

「
今
年
の
日
本
経
済
と
中
小
企
業
経
営
」

と
題
し
講
演
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
描
く

景
気
浮
揚
へ
の
３
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
い
ず

れ
も
成
功
し
な
い
と
断
じ
、「
円
安
で
輸

出
額
が
増
加
し
て
も
、
輸
出
数
量
が
増
加

し
た
訳
で
は
な
い
。
下
請
け
の
仕
事
が
増

え
な
い
中
小
企
業
に
、
円
安
に
よ
る
コ
ス

ト
高
と
消
費
増
税
が
二
重
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
。
輸
出
型
大
企
業
と
内
需
型
中
小

企
業
の
格
差
が
さ
ら
に
広
が
る
」
と
格
差

是
正
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

次
に
、
日
本
の
中
小
企
業
が
今
な
す
べ

き
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
触
れ
、
自
社
の

“
売
り
”
と
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
必

要
性
を
論
じ
、「
成
熟
化
し
た
市
場
を
も

う
一
度
掘
り
起
こ
し
、
新
し
い
市
場
と
新

し
い
顧
客
の
開
拓
に
真
剣
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
新
し
い

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
で
市
場
そ
の
も
の
を
創

造
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
語
り
、
最

後
に
「
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入

れ
、
手
に
入
れ
た
情
報
で
未
来
を
ど
う
予

測
し
て
い
く
か
。
経
営
者
は
予
測
し
な
が

ら
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
戦
略
を
立
て
て

自
分
で
社
員
を
教
育
し
、
得
意
分
野
を
作

っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
な
け
れ

ば
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
時
代
で
あ
る
と

認
識
す
べ
き
」
と
ま
と
め
た
。

　

講
演
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
今
年
一
年

の
商
売
繁
盛
を
祈
念
す
る
合
同
祈
願
に
続

き
、
横
澤
泰
雄
会
頭
か
ら
年
頭
あ
い
さ
つ
、

来
賓
代
表
と
し
て
内
谷
重
治
長
井
市
長
と

平
弘
造
山
形
県
議
会
議
員
が
来
賓
祝
辞
を

述
べ
た
後
、
小
関
勝
助
長
井
市
議
会
議
長

の
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
が
催
さ
れ
た
。

●「
新
体
制
と
し
て
初
め
て
迎
え
た
新
年
、地
域
の
経

済
活
性
化
に
向
け
て
精
進
し
た
い
」と
、年
頭
あ
い

さ
つ
を
述
べ
る
横
澤
泰
雄
会
頭

●
来
賓
代
表
と
し
て
内
谷
重
治
市
長（
上
）と
平
弘
造

県
議
会
議
員（
下
）が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た

２０１４
会員新春
祝賀会

●「
中
小
企
業
は
、自
ら
が
市
場
開
拓
と

市
場
創
造
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
」と
、現

場
か
ら
の
日
本
経
済
再
生
を
説
い
た

山
口
義
行
氏

●講演会には約200人が聴講した

●今年一年の商売繁盛、無事故安全を祈念し執り行われた合同祈願祭

●小関勝助市議会議長による乾杯（上）の後、高世八重子さん（㈲
リケン）と渋谷浅子さんによる新春の舞が披露された（下）
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長
井
商
工
会
議
所
の
三
役
（
会
頭
・
副

会
頭
・
専
務
理
事
）
と
商
業
、
工
業
、
建

設
、
生
活
衛
生
・
観
光
、
情
報
・
サ
ー
ビ

ス
、
金
融
・
保
険
の
六
つ
の
部
会
の
各
正

副
部
会
長
と
の
懇
談
会
が
12
月
24
日
、
Ｔ

Ａ
Ｓ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
の
臨

時
議
員
総
会
な
ら
び
に
各
部
会
臨
時
総
会

に
よ
る
役
員
改
選
後
、
初
の
開
催
と
な
っ

た
こ
の
懇
談
会
は
、
部
会
ま
た
は
業
界
等

の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
新
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
編
成
に
反
映
す
る
た
め

実
施
。
冒
頭
、
横
澤
泰
雄
会
頭
よ
り
「
年

末
の
お
忙
し
い
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
時
期
に
あ
た

る
た
め
、
地
域
や
業
界
の
課
題
を
お
伺
い

し
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
横
澤
会
頭
の
座
長
の

も
と
、
懇
談
会
が
進
め
ら
れ
た
。

　

懇
談
の
中
で
各
正
副
部
会
長
か
ら
は

「
一
般
会
員
と
商
工
会
議
所
組
織
と
の
意

識
が
乖
離
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

従
来
と
は
異
な
る
会
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
」「
積
極
的
な
情
報
収
集
と
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
を
」
と
い
っ
た
会
員

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
提
言
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、「
地
元
消
費
を
喚
起
す
る
意
見
要
望

活
動
を
」「
業
界
団
体
だ
け
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
商
工
会
議
所
に
望
む
」「
商
工

会
議
所
と
行
政
の
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
に
」

と
い
っ
た
、
政
策
提
言
活
動
に
関
す
る
意

見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

加
藤
眞
佐
夫
副
会
頭
は
「
長
井
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
一
次
産
業

が
活
性
化
の
中
心
に
な
る
と
思
う
。
何

ご
と
も
前
向
き
に
考
え
、
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
森
岡
雄
一
副
会
頭
は

「
我
々
と
会
員
と
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
か
。
今
日
の
六
部
会
の
意
見

を
常
議
員
会
に
つ
な
ぎ
、
そ
れ
を
事
業
計

画
に
つ
な
ぐ
。
そ
れ
が
組
織
と
会
員
と
の

つ
な
が
り
と
な
り
、
次
の
会
議
に
つ
な
が

っ
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
横
澤
会
頭
が
「
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
今
後
と
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
後
、
塚
田
弘
一
専
務
理
事
か
ら
、
常
設

委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

　

消
費
者
と
商
店
街
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
を
図
り
、
市
民
に
商
店
街
を
知
っ
て
も

ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
情
報

発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
12
月

に
「
商
店
街
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し

た
。
長
井
商
工
会
議
所
の
お
し
ょ
う
し
な

会
議
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
長
井
ま
ち

づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
共
同
事
業
と

し
て
、
昼
と
夜
の
２
回
開
催
。
12
月
14
日

に
は
「
商
店
街
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
ひ
る
あ
る

き
」
と
題
し
、
小
出
、
中
央
、
宮
の
３
コ

ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
５
店
舗
を
訪
問
。
ガ
イ

ド
、
事
務
局
を
含
め
22
名
が
参
加
し
た
。

12
月
18
日
に
は
飲
食
店
３
店
舗
を
訪
問
す

る
５
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
「
商
店
街

ほ
ろ
酔
い
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
募

集
定
員
を
大
き
く
上
回
る
33
名
の
参
加
者

が
夜
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

昼
、
夜
と
も
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
終
了
後

は
、
全
て
の
コ
ー
ス
参
加
者
が
一
堂
に
集

い
、
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
た
情
報
交
換

を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
毎
に
意
見
を
集
約
し
、

代
表
者
が
参
加
者
全
員
の
前
で
発
表
。
別

の
コ
ー
ス
の
参
加
者
に
も
情
報
を
共
有
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
行
っ
た
ど

の
店
も
、
一
人
で
は
勇
気
が
な
く
て
入
れ

な
か
っ
た
。
他
の
方
々
も
こ
う
い
う
き
っ

か
け
が
あ
れ
ば
店
に
入
り
や
す
く
な
る
の

で
は
」（
昼
）、「
ご
主
人
の
話
が
と
て
も

楽
し
く
、
専
門
的
な
知
識
を
教
え
て
も
ら

っ
た
」（
昼
）、「
行
っ
て
み
た
か
っ
た
店
。

ま
た
行
き
た
い
」（
夜
）、「
他
の
コ
ー
ス

の
店
も
気
に
な
る
。
自
分
で
行
っ
て
み
た

い
」（
夜
）、
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
し
た

「
商
店
街
マ
ッ
プ
」
を
各
店
舗
と
参
加
者

等
に
配
布
し
、
さ
ら
に
地
元
消
費
の
喚
起

を
図
る
。

三役と正副部会長
との懇談会

三役と正副部会長
との懇談会

●
当
所
役
員
改
選
後
、初
開
催
と

な
っ
た
三
役
と
六
部
会
正
副
部

会
長
と
の
懇
談
会

来
年
度
事
業
に
反
映

新体制後、初開催

●
昼
、夜
と
も
に
、参
加
者
が
訪
問
し
た
店
舗
の
意
見
・

感
想
を
報
告

●
昼
、夜
と
も
に
ガ
イ
ド
が
店
舗
を
案
内
し
、参
加
者
は

店
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ

み
ん
な
で
「
か
～
ぁ
う
♪
」

ひ
る
あ
る
き
／
ほ
ろ
酔
い
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

商
店
街
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
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ご
存
じ
の
と
お
り
、
平
成
26
年
4
月
1

日
よ
り
消
費
税
率
が
現
在
の
5
％
か
ら
8

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
事
業
者
は
さ
ら
に
厳
し

い
経
営
環
境
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
業
者
は
買
い
手
の
購
買
意
欲
を
考
え
、

税
率
上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
し
な
い
可
能

性
が
高
く
、
消
費
税
引
き
上
げ
相
当
額
が

そ
の
ま
ま
収
益
の
減
少
に
結
び
つ
く
か
ら

で
す
。

　

適
切
な
価
格
転
嫁
が
で
き
れ
ば
、
事
業

者
は
従
来
の
収
益
の
確
保
が
可
能
で
す
。

消
費
税
は
、
仕
入
れ
時
に
は
仕
入
れ
価
格

に
消
費
税
分
を
加
え
て
支
払
い
、
販
売
時

に
本
体
価
格
に
消
費
税
分
を
加
え
て
受
け

取
り
、
支
払
っ
た
消
費
税
と
受
け
取
っ
た

消
費
税
の
差
額
を
納
税
し
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
消
費
税
は
、
仕
組
み
上
は
、
取
引
の

各
段
階
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
転

嫁
（
上
乗
せ
）
さ
れ
る
こ
と
で
、
最
終
的

に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
消
費

者
が
負
担
す
る
の
で
、
税
率
が
何
％
で
あ

ろ
う
と
事
業
者
の
収
益
に
は
関
係
が
な
い
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
乗
せ
で
き
な
い
と
収
益
を
圧
迫

　

し
か
し
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
や
り

取
り
は
こ
れ
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
し
ょ
う

か
？
例
え
ば
、
消
費
税
5
％
時
と
8
％
時

の
本
体
価
格
が
同
額
で
も
、
税
込
み
の
支

払
い
総
額
が
買
い
手
の
負
担
増
と
な
る
状

態
で
、
従
来
と
同
じ
数
量
を
販
売
す
る
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
税
込
み

価
格
が
2
9
8
円
や
1
、
0
0
0
円
と
い

っ
た
値
ご
ろ
感
の
あ
る
価
格
や
キ
リ
の
い

い
価
格
か
ら
変
わ
る
と
、
購
買
意
欲
の
減

退
が
起
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
、

税
率
が
8
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
も
、

販
売
価
格
を
税
率
5
%
時
と
同
じ
価
格
に

据
置
い
た
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
の
表
は
税
抜
き
ベ
ー
ス
で
仕
入
れ
額

が
１
万
円
、
売
上
額
が
2
万
円
の
例
で
す

が
、
税
込
み
販
売
価
格
を
2
万
1
千
円

に
据
え
置
い
た
場
合
の
利
益
の
減
少
額
を

示
し
た
も
の
で
す
。
税
率
引
き
上
げ
後
も

販
売
価
格
を
据
え
置
い
た
場
合
、
増
税
分

を
事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

税
抜
き
売
上
額
の
減
少
に
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
な
ん
と
利
益
は
約
5
・
6
％
も

減
少
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
適
正
な
転
嫁
を

し
な
い
と
、
そ
の
分
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
収
益
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
消
費
税
を
適
正
に
価
格
に

転
嫁
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
支
払
総
額
の
増

加
に
よ
る
買
い
手
の
買
い
控
え
や
競
合
他

社
と
の
価
格
競
争
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
は
売
れ
る
値
段
で
の
価

格
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
業
全
体
で
適
正
な
利
益
の
確
保
を

　

す
な
わ
ち
、
単
純
に
従
来
の
価
格
に
消

費
税
率
分
を
上
乗
せ
す
る
と
い
っ
た
一
律

転
嫁
で
は
な
く
、
売
上
げ
へ
の
影
響
を
加

味
し
て
、
事
業
全
体
で
適
正
な
利
益
確
保

を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
目
玉
商
品
な
ど
は
販
売
価
格

を
据
え
置
く
（
実
質
値
下
げ
）
一
方
で
、

他
の
商
品
の
価
格
は
、
目
玉
商
品
な
ど
の

値
下
げ
分
を
カ
バ
ー
す
る
値
上
げ
を
適
正

な
転
嫁
の
範
囲
内
で
行
う
と
い
っ
た
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
価
格

設
定
以
外
に
も
、

企
業
体
質
強
化
に

向
け
た
原
価
低
減
、

販
売
促
進
活
動
や
、

納
税
額
増
加
に
向

け
た
資
金
繰
り
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
や
対
策
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
次
回
以
降
、

こ
の
対
策
を
お
伝

え
し
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口

相
談
等
事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東
京
商
工

会
議
所
中
小
企
業
相
談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
小
企
業
診
断
士　

秋
島
一
雄

消
費
税
率
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
の
転
嫁
対
策 

1

　

消
費
税
の
価
格
転
嫁
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対

策
窓
口
相
談
等
事
業
実
施
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
で
中
小
企
業
診
断
士
の
秋
島
一

雄
さ
ん
が
３
回
に
わ
た
り
解
説
し
ま
す
。
１
回
目
は
、
そ
も
そ
も
「
消
費
税
の
転
嫁
と

は
一
体
何
で
、
な
ぜ
転
嫁
対
策
が
必
要
か
？
」
と
い
う
点
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

( ) 21,000

( ) 20,000

( ) 10,000

10,000

( ) 21,000

( ) 19,444

( ) 10,000

9,444
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0.89

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負 債 総 額

（ 百 万 円 ） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業）

建 設 業

製 造 業 1　　 25.0 180 13.9

卸 売 業 1　　 25.0 920 71.3

小 売 業 1　　 25.0 71 5.5

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業 1　　 25.0 120 9.3

サービス業

計 4　　 100.0 1,291 100.0

協力／㈱東京商工リサーチ山形支店

新　築 増改築

専用住宅
件 数 6 0

延べ面積 1,199.31 0.00

併用住宅
件 数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　　
　 店舗含）

件 数 2 0

延べ面積 62.93 0.00

合 計
件 数 8 0

面 積 1,262.24 0.00

協力／長井市まち住まい整備課　

★山形県企業倒産状況
  （負債総額 1,000 万円以上）

【平成25年12月末現在】
負債額単位：百万円

★建築確認申請状況
　　　　　　　　　  （長井市）

【平成25年12月延べ面積単位：㎡】

★長井市の人口　平成25年12月31日現在

　 人　口　28,591人（男 13,817人、女 14,774人）

　 世帯数　9,743

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況 （パートタイムを含む全数）

LOBO調査 ［商工会議所早期景気観測調査］
○調査期間：2013年12月12日～18日
○調査対象：全国の417商工会議所が3128企業等

にヒアリング
（内訳）建設業：478 製造業：750 卸売業：342 
　　　　小売業：752 サービス業：807

【全国の12月調査速報】

産 業 別 概 況

業況ＤＩは、大幅改善。先行きはコスト増で懸念を払拭できず

　12月の全産業合計の業況DIは、▲7.4と、前月から
+5.4ポイントの大幅改善。91年8月（▲4.4）以来の水
準となった。建設業の活況に加え、製造業でも、自動
車関連の好調が幅広い業種に波及しつつあるほか、消
費者のマインド好転や冬の賞与増に伴い、高価格帯
商品への志向が強まるなど、受注・売上の増加を背景
に、中小企業の景況感は回復基調が続いている。他
方、仕入や人件費、電力料金などのコスト負担が増す
中で、価格転嫁の遅れや、生活必需品に対する消費者
の根強い低価格志向により、業況改善が進まない企業
もみられ、景気回復の実感はまだら模様となっている。 
　先行きについては、先行き見通しDIが▲11.0（今月
比▲3.6ポイント）と、悪化が見込まれるものの、「好
転」から「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横
ばい。建設業や自動車などの製造業によるけん引に加
え、消費税引き上げ前の駆け込み需要から、回復基調
が続くことを期待。他方、コスト増加分の価格転嫁が
遅れている状況が続いているほか、消費税引き上げを
見据えて消費を手控える動きが予想されるなど、先行
きへの懸念も伺える。"		
　各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のと
おり。
…………………………………………………………………
【建設業】「型枠大工や鉄筋工などの人件費が高いため、
人材確保が進まず、工期にも影響が出ている」（一般

工事業）、「木材価格が年度当初から10％上昇しており、
受注増に見合う収益が得られない」（建築工事業）、「主
な取引先である鉄鋼や電機メーカーで設備投資の動き
が出始めており、受注が伸びている」（電気工事業）
…………………………………………………………………
【製造業】「仕入や電力料金などのコストが増大してい
るが、消費者の低価格志向が根強いため、価格転嫁は
当面見送る予定」（食料品製造業）、「ダイニングテー
ブルを中心に、取引先からの受注が大幅に増加。特に、
高価格帯のニーズが高い」（家具製造業）、「取引先であ
る大手企業の業績改善が進み、自社の受注も増加傾向
にある」（油圧機器製造業）
…………………………………………………………………
【卸売業】「クリスマスや年末年始の需要期を迎え売上
が増加しており、業況は好転」（農産物卸売業）、「建築
資材の受注は好調なものの、取引先の人手不足が深刻
化しており、工期遅れに伴う自社への影響を懸念」（建
築資材卸売業）、「売上は伸びたが、仕入や運送に係る
コスト増に加え、消費税引き上げに伴うシステム開発
の負担が重く、利益が減少した」（衣料品卸売業）
…………………………………………………………………
【小売業】「気温の低下とともに、コートやストールな
どの冬物衣料が好調。10万円以上の商品や輸入ブランド
の人気が高い」（百貨店）、「お歳暮やお年賀など、贈答
用の売上が伸びている」（和菓子販売店）、「大型ショッ
ピングモールがリニューアルオープンし、当地初進出
となる店舗を多数展開。そのため、消費者の流出が止
まらず、売上が減少」（衣料品販売店）
…………………………………………………………………
【サービス業】「売上は増加しているものの、燃料費の
価格転嫁が一部に止まっており、収益改善が遅れてい
る」（運送業）、「忘年会シーズンに入り、宴会予約が好
調。メニューも、より単価の高いコースを選ぶ傾向が
強まっている」（飲食店）、「観光客の利用は伸びている
が、暖房などに係る燃料費の負担が重い」（宿泊業）

Ｈ24.11月 12 月 Ｈ25.1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
有効求人
倍　　率 0.76 0.74 0.71 0.81 0.84 0.69 0.71 0.78 0.84 0.91 0.96 0.86 0.89
有　　効
求 人 数 849 822 810 938 1,057 974 967 1,006 1,014 1,052 1,080 923 891
有　　効
求職者数 1,117 1,110 1,146 1,154 1,257 1,407 1,362 1,289 1,211 1,151 1,127 1,077 1,004

　　　月
項目　　

協力／ハローワーク長井
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ネットワーク上のパソコンでカメラの映像や
車椅子からの信号を確認できる

ネットワーク上のパソコンでカメラの映像や
車椅子からの信号を確認できる

Webカメラ

緊急呼出ボタン緊急呼出ボタン

マットの下に挿入マットの下に挿入

　

平
成
21
年
に
第
３
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
文
部
科
学
大
臣
賞
を
長

井
工
業
高
校
は
受
賞
し
た
。

　

受
賞
校
は
全
国
で
１
校
の
み
、
地
域
貢
献
・
技
能
検
定
取
得
・
ロ
ボ

ッ
ト
教
育
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
長
井
工
業
高
校
に

は
全
国
唯
一
の
福
祉
情
報
科
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
？
介
護
福
祉
士
の
専
門
校
と
は
違
い
、
も
の
づ
く
り
の
視
点
で
福
祉

と
情
報
を
学
び
、
介
護
現
場
に
必
要
な
介
護
福
祉
機
器
を
つ
く
り
だ
せ

る
「
福
祉
情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

～
本
文
は
小

関
博
資
・
昌
和
製
作
所
社
長

☆

　

教
育
の
一
環
で
介
護
施
設
現
場
に
行
き
、
そ
こ
で
の
要
望
か
ら
製
作

し
て
い
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
活
用
し
た
車
椅
子
」

　

介
護
施
設
内
で
車
椅
子
で
移
動
し
て
い
る
最
中
も
し
具
合
が
悪
く
な

っ
た
ら
？

　

必
ず
し
も
近
く
に
介
護
士
の
方
が
居
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
際
に

病
院
の
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
い
る
呼
び
出
し
の
ボ
タ
ン
が
あ
れ
ば
、
短
時

間
で
発
見
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

　

し
か
し
ベ
ッ
ド
と
違
い
場
所
の
特
定
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
車
椅

子
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
込
む
こ
と
を
考
え
製
作
し
た
の
が
、
掲
載
の

写
真
で
あ
る
。

　

通
常
の
車
椅
子
に
無
線LA

N

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
、
車
椅
子
の
居
場
所

はW
e

b

カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
を
を
同
じ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
居
場
所
を
特
定
で
き

る
。
無
線LA

N

の
ボ
ー
ド
や
カ
メ
ラ
は
、
今
や
低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き

る
の
で
わ
ず
か
な
投
資
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
た
介
護
ベ
ッ
ド
か
ら
突
然
い
な
く
な
り
徘
徊
す
る
こ
と
に
つ
い
て

も
、
福
祉
情
報
科
で
対
策
機
器
を
試
作
し
て
い
る
。

　

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
に
荷
重
を
検
出
す
る
セ
ン
サ
ー
を
挿
入
し
、
ベ
ッ

ド
か
ら
人
が
居
な
く
な
る
と
荷
重
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
警
告
を
出
す
よ

う
に
す
る
。
単
純
な
よ
う
で
あ
る
が
実
際
ベ
ッ
ド
上
で
常
に
じ
っ
と	

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
荷
重
の
変
動
を
み
て
い
る
だ
け
で
は

間
違
っ
て
警
告
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
セ
ン
サ
ー
を
固
定
す

る
ベ
ー
ス
の
形
状
は
工
夫
し
て
い
る
。

　

ま
た
車
椅
子
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
が
、
介
護
施
設
導
入
に
あ
た
り
低

コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
低
コ
ス
ト
で
役
に
立
つ
こ
と
を

念
頭
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

　

こ
の
開
発
に
は
、
医
療
介
護
機
器
関
連
の
置
賜
メ
デ
ィ
カ
ル
テ
ク
ノ

ネ
ッ
ト
参
加
企
業
や
長
井
地
域
の
介
護
施
設
の
協
力
を
も
と
に
活
動
し

て
い
る
。

　

高
齢
化
の
先
進
地
域
長
井
市
に
お
い
て
、
工
業
高
校
・
大
学
・
企

業
・
行
政
が
連
携
し
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
介
護
福
祉
機
器
の

開
発
・
運
用
が
進
め
ば
、
日
本
の
今
後
の
モ
デ
ル
に
な
り
え
る
の
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

次
回
は
今
回
紹
介
で
き
な
か
っ
た
長
井
工
業
高
校
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
育

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

無線LANを活用した車椅子無線LANを活用した車椅子

ベッドのマットに
挿入するセンサー

長井ロボットプロジェクト責任監修

長井

2
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平成25年分 確定申告に関する情報の総合窓口

確定申告 特集
このページでは、個人の方に向けた所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税の
確定申告並びに贈与税の申告に関する情報を提供しています。

所得税および復興特別所得税・贈与税

までに申告・納税3月17日（月）3月17日（月）
個人事業者の消費税および地方消費税

までに申告・納税3月31日（月）3月31日（月）

■ 

平
成
25
年
分
の
所
得
税
か
ら

　
　
　
　

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
事
項

１
．
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
を
所

得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　

復
興
特
別
所
得
税
は
、
平
成
25
年
か
ら

平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分
の
基
準
所
得
税

額
に
2
・
1
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し

ま
す
。 

　
　

ま
た
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

49
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
所
得

に
つ
い
て
は
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
の
際

に
復
興
特
別
所
得
税
が
併
せ
て
徴
収
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
．
給
与
等
の
収
入
金
額
か
ら
差
し
引
か

れ
る
給
与
所
得
控
除
額
に
つ
い
て
、
そ

の
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が

1
、
5
0
0
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

2
4
5
万
円
を
上
限
と
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

３
．
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
特
定
支
出
の
範
囲
に
、
弁
護
士
、
公
認
会

計
士
、
税
理
士
な
ど
の
資
格
取
得
費
や
勤

務
必
要
経
費
（
図
書
費
、
衣
服
費
、
交
際

費
等
で
65
万
円
を
限
度
）
が
追
加
さ
れ
て

い
ま
す
（
勤
務
先
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
。）。  

●
特
定
支
出
控
除
の
適
用
判
定
の
基
準
が

給
与
所
得
控
除
額
の
２
分
の
１
（
最
高

1
2
5
万
円
）（
平
成
24
年
分
以
前
：
給

与
所
得
控
除
額
の
総
額
）
に
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。  

４
．
特
定
役
員
退
職
手
当
等
の
退
職
所
得
の

金
額
に
つ
い
て
、
退
職
手
当
等
の
収
入
金

額
か
ら
退
職
所
得
控
除
額
を
控
除
し
た
残

額
に
相
当
す
る
金
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
．
電
子
証
明
書
等
特
別
控
除
に
つ
い
て
、

適
用
期
限
（
平
成
24
年
分
）
の
到
来
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
平
成
26
年
１
月
か
ら
の

　
　
　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
事
業
や
不
動
産

貸
付
等
を
行
う
全
て
の
方
は
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で

す
。
節
税
効
果
も
あ
る
青
色
申
告
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

■
申
告
・
納
税
期
限

　

◦
所
得
税

　
　

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　

３
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
・
納
税

　

◦
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
　

お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
・
納
税

■
税
務
個
別
相
談
の
ご
案
内

　

確
定
申
告
の
準
備
は
お
進
み
で
し
ょ
う
か
。

決
算
申
告
処
理
に
つ
い
て
の
分
か
ら
な
い
こ

と
や
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
、
税
理
士
の
先

生
に
よ
る
無
料
の
個
別
相
談
室
を
開
設
し
ま

す
。

　

是
非
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
時

　

①
２
月
26
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

②
３
月
４
日
（
火
）
※
電
子
申
告
相
談

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

③
３
月
６
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

④
３
月
10
日
（
月
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◆
場
所

　
　

長
井
商
工
会
議
所
相
談
室

　

ご
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
帳

簿
類
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

長
井
商
工
会
議
所　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　

企
業
支
援
係　

84

－

5
3
9
4

22
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地域資源
活用事業

Ｔ Ａ Ｓ
入居団体

長井青年
会 議 所

雇 用
対 策

12/20

1/1

1/9

1/22

馬
旨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

試
食
会

恒
例
の
元
旦
祭
開
催

新
役
員
体
制
で

賀
詞
交
歓
会

就
職
面
談
会
を
開
催

　

在
来
種
の
枝
豆
「
馬
の
か
み
し
め
」
と

馬
肉
を
使
っ
た
新
商
品
開
発
を
行
う
「
な

が
い
馬
旨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
試
食
会

が
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
馬
の

か
み
し
め
生
産
者
の
会
（
遠
藤
孝
太
郎
代

表
）
が
主
催
し
、
長
井
商
工
会
議
所
も
協

力
。
市
内
の
４
事
業
所
が
８
種
類
の
試
作

品
を
披
露
し
た
ほ
か
、
馬
の
か
み
し
め
の

加
工
品
３
種
も
出
品
さ
れ
、
参
加
し
た
関

係
者
た
ち
が
試
食
し
た
。
当
日
は
テ
レ
ビ

局
や
新
聞
社
の
取
材
が
多
く
入
り
、
午
年

に
ち
な
ん
だ
企
画
は
大
い
に
注
目
を
浴
び

た
。

　

毎
年
恒
例
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
元
旦
祭
が
今
年
も

１
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

お
と
そ
や
甘
酒
、
初
飴
、
餅
の
ふ
る
ま
い

や
、
初
釜
茶
席
、
人
気
の
高
玉
芝
居
新
春

公
演
が
華
や
か
に
催
さ
れ
、
地
元
客
や
帰

省
客
な
ど
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。
今
年

は
「
風
花
の
民
」
と
バ
ー
ニ
ッ
ク
・
ナ
ガ

イ
の
お
友
達
「
レ
デ
ィ
馬
み
ゅ
馬
み
ゅ
」

が
共
演
す
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
物
産
館

初
売
り
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
干
支
和
菓

子
と
と
も
に
、
午
年
の
新
春
を
コ
ミ
カ
ル

に
彩
っ
た
。

　

公
益
社
団
法
人
長
井
青
年
会
議
所
の

賀
詞
交
歓
会
が
は
ぎ
苑
で
行
わ
れ
た
。

2
0
1
4
年
度
の
活
動
方
針
を
広
く
伝
え

る
機
会
で
あ
り
、遠
藤
健
司
長
井
副
市
長

や
Ｏ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
ら
を
招
い
て
の
催
し
。

今
年
度
役
員
は
以
下
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
理
事
長
】齋
藤
繁
喜（
㈱
ベ
ル
テ
ィ
ー
サ

イ
ト
ウ
）【
直
前
理
事
長
】鈴
木
喜
典（
㈲
萬

寿
屋
）【
監
事
】板
垣
洋
一（
板
垣
塗
装
店
）

【
未
来
創
造
会
議
議
長
】遠
藤
浩
樹（
㈲
遠

藤
電
工
）【
副
理
事
長
】椎
名
恭
一（
日
本
郵

便
㈱
豊
田
郵
便
局
）【
同
】井
上
典
嗣（
㈱
事

務
機
セ
ン
タ
ー
青
光
社
）【
専
務
理
事
】佐

藤
真
光（
宗
教
法
人
相
応
院
）【
未
来
創
造

会
議
副
議
長
】樋
口
和
哉（
㈲
新
ナ
ガ
モ

ク
）【
同
】梅
津
壮
一
郎（（
資
）三
浦
屋
書

店
）【
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
】小
関

弾（
小
関
司
法
書
士
事
務
所
）【
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
委
員
長
】影
山
孝
史（
㈱
長
井
観

光
は
ぎ
苑
）【
事
務
局
長
】小
関
幸
一（
㈱
サ

ン
ノ
ー
企
画

印
刷
）【
総
務

局
長
】
齋
藤

憲
幸（
㈲
花

シ
ョ
ッ
プ
ポ

ピ
ー
）【
財
務

局
長
】
平
宗

正（
長
井
市

役
所
）

　

長
井
市
雇
用
創
造
協
議
会
（
会
長
・
内

谷
重
治
長
井
市
長
）
が
主
催
す
る
就
職
面

談
会
が
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
さ
れ
た
。
同
協

議
会
設
立
後
、
初
め
て
主
催
す
る
就
職
面

談
会
で
、
飯
豊
町
地
域
雇
用
創
造
推
進
協

議
会
が
共
催
し
、
長
井
公
共
職
業
安
定
所
、

西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
も
後
援
。
長
井

市
と
飯
豊
町
に
本
社
ま
た
は
就
業
場
所
が

あ
る
求
人
企
業
47
社
が
参
加
し
、
来
場
し

た
新
卒
以
外
の
求
職
者
1
2
1
人
が
個
別

面
談
に
臨
ん
だ
。

●馬肉×馬のかみしめ（枝豆）の新商品開発プロジェクト

●元旦祭で披露された風花の民演舞「甲午年バージョン」

●あいさつに立つ齋藤繁喜理事長

●長井・飯豊から47社が参加した就職面談会
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2014新入社員セミナー
□１日目／３月25日(火)　9:00-17:00

□２日目／３月26日(水)　9:00-17:00

□会　場　タスパークホテル

□講　師　ライフマナーサポート代表金沢信雄先生＆山形銀行員スタッフ 
　　　　　社会保険労務士法人 堀越事務所 堀越俊一郎先生

□主なカリキュラム
（１日目～）○社会人としての基本姿勢

　　　　　○職場での心構え
　　　　　○新入社員に期待されていること
　　　　　○ビジネスマナーの基本
　　　　　○来客・電話応対実践トレーニング

（２日目～）○ビジネスマナー反復訓練
　　　　　○職業人サバイバル計画作成
　　　　　〇会社で働くことということはどういうことか？
　　　　　〇会社の中で守らなければならないことはなにか
　　　　　〇志（ビジョン）をもって働く
　　　　　〇会社と社員の関係は？
　　　　　〇良きビジネスパーソンとなるために

□受講料　会員事業所8,000円　非会員事業所15,000円
　　　　　テキスト代、二日間の昼食代込

□お申し込み・問い合せ
　新入社員採用事業所や当所、長井法人会、西置賜雇用
対策協議会員事業所には封書にて間もなくご案内いたし
ます。詳細は当所までお問い合わせください。

長井商工会議所 中小企業相談所　TEL:84-5394

　平成26年４月１日から置賜地域の県税に関する申
告書や申請書の提出先が本庁舎（米沢市）に変わります。
　ただし、県民の方々の利用が多い、納税窓口や納税証
明書発行、一部の課税部門に係る申請受付事務は従来
どおり分庁舎（長井市）で行います。

【引き続き分庁舎で担当する税務事務】

　●課税部門のうち県民の皆さんの利用が多い業務
　・不動産取得税のうち、土地・中古の建物取得分
　・軽油引取税の免税に関する申請及び交付
　・自動車税の身体障がい者等減免申請の受付

　●納税管理部門（これまでと同様）
　・県税収納	 ・納税証明書の発行
　・納税相談	 ・滞納整理など

【お問合せ】
　県税政課　℡：０２３（６３０）２０７３

○このようなことでお困りではありませんか？

◆どんな情報交換をすると問題なの？
◆取引先が代金を一方的に減額している。買いたた

きに遭っている。注文どおりなのに返品された！
下請法違反行為じゃないの？

　当所では、このような独占禁止法や下請法に照らし
て問題になるのではないかといった相談を受け付けて
おります。内容、御希望により公正取引委員会の窓口
を迅速に御紹介します。公正取引委員会では、御相談
に応じ、適切な対処、的確な対応をいたします。

　 お問い合わせは

◎長井商工会議所
　ＴＥＬ：０２３８－８４－５３９４
◎公正取引委員会事務総局東北事務所
　ＴＥＬ：０２２－２２５－７０９５

総合支庁分庁舎の課税事務を
本庁舎に集約します

　長井商工会議所 中小企業相談所では、東北税理士

会長井支部の協力により、個人事業主の確定申告・決

算処理に関する個別相談室を開設します。ご相談は無

料、事前の予約が必要です。

　①２月２６日(水)　13:30～16:30

　②３月　４日(火)　10:00～16:30 ※電子申告相談

　③３月　６日(木)　13:30～16:30

　④３月１０日(月)　13:30～16:30

会場：長井商工会議所　相談室

※ ご相談時間は30分が目安です。

※ 前の方の相談状況により、お待ちいただく場合も 

　 あります。

※ 帳簿類持参のうえお越しください。

予約電話　８４－５３９４　企業支援係まで

気軽に相談　身近な窓口

～独占禁止法相談ネットワークでは
皆様からの御相談を受け付けております～
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会 員 談 話 室

（平成26年1月16日現在） ＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。

ようこそ！新入会員 （敬称略）

＊1月の常議員会＊

2月14日㈮ 那 須 建 設 ㈱ 9:00～11:30

　第38回米沢珠算連盟会員塾親善珠算競技大会（平成25年
11月23日施行）において、赤間そろばん教室（赤間則子先
生）のチームが団体総合競技・小学生の部で２年連続優勝し、
同塾生の高橋茉音さん（致芳小３年）が個人総合競技（小
学３年生の部）と、小学
４年生以下の部のそろば
んチャンピオン、かけ・
わり暗算、読上暗算、読
上算の５部門全てにおい
て優勝なされました。高
橋茉音さんは、2012年
全国そろばんコンクール
においても、小学２年生
の部で全国91位と、米
沢珠算連盟でも初の全国
100位以内となる優秀な
成績を収められています。

■日　時／１月23日(木)
■出席者／15名
■議　題／（すべて承認）
　第１号議案　会員加入承認について
　第２号議案　４委員会の委員及び正副委員長の委嘱について
　第３号議案　平成25年度補正予算（第２回）について

■報告事項
　①三役と６部会正副部会長との懇談会について
　②主要事項に関する報告について
　　ア　大相撲長井場所の開催予定
　　イ　青年部全国サッカー大会の招致
　　ウ　創立40周年（平成27年）の準備
　③タスパークホテル主要部門の売上高について
　④その他

　

先
日
、
恐
竜
化
石
展
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
自
分
が
子
供
の

頃
に
見
た
恐
竜
の
復
元
図
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

　

映
画
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
」
公
開
の
後
、
こ
こ
２
０

年
の
間
に
、
羽
毛
の
痕
跡
が
あ
る
恐
竜
化
石
が
数
多
く
発
掘
さ

れ
、
大
型
肉
食
恐
竜
に
は
羽
毛
が
生
え
て
い
た
と
す
る
説
が
現

在
で
は
主
流
と
の
こ
と
。
今
ま
で
信
じ
て
き
た
も
の
が
覆
さ
れ

た
よ
う
な
、
そ
ん
な
暗
然
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
現
役
の
歴
史
教
科
書
を
見
て
も
、
私
が
学
校
で
習

わ
な
か
っ
た
よ
う
な
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
単
に
私
が
真
面
目
に
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。

　

ま
あ
、
税
制
改
正
の
よ
う
に
毎
年
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
諸
行
無
常
の
こ
と
わ
り
の
ご
と
く
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
改
め
る
べ
き
は
改
め
、
そ
れ
で
も
自
分
の
中
に
化
石

の
よ
う
に
普
遍
的
な
、
骨
と
な
る
も
の
を
貫
か
せ
な
が
ら
生
き

て
い
く
こ
と
が
理
想
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
恐
竜
の
よ
う
に

絶
滅
す
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
で
す
か
ら
ね
。　
（
Ｔ
・
Ｕ
）

事業所名 代表者 住　　所 業　　種 部　　会

須 貝 周 一 税 理 士 事 務 所 須 貝 周 一 長井市新町14-29 税理士事務所 情報・サービス

マ イ ク ロ ソ リ ュ ー シ ョ ン ㈱ 江 口 　 聡 長井市時庭1960 電気機械器具製造 工業

三井住友海上火災保険㈱山形支店米沢支社 村 松 克 紀 米沢市金池5丁目3-2 損害保険業 特別

砂 吹 工 房 お ひ さ ま 布 施　 徹 長井市日の出町14-26 インテリア・雑貨小売 商業

東京海上日動火災保険㈱山形支店米沢支社 徳 永 喜 宣 米沢市丸の内2-1-70 損害保険業 特別

㈱ 結 城 酒 店 結 城 秀 人 長井市十日町2-17-1 酒小売業 商業

歌 丸 燦 工 房 塚 田 農 園 塚田久美子 長井市歌丸1701 農業 商業

●代表者変更のお知らせ　　　　　　　  　 （敬称略）

事　業　所　名 前代表者 新代表者名

菓 子 問 屋 金 徳 梅 村 福 喜 ➡ 梅 村 俊 弘

東 北 労 働 金 庫 長 井 支 店 島 貫 　 誠 ➡ 嶋 貫 和 宏

佐 藤 板 金 佐 藤 一 雄 ➡ 佐 藤　 誠

㈲ 野 川 ク リ ー ニ ン グ 後 藤 義 勝 ➡ 後 藤　 剛

●事業所名変更のお知らせ　　　　　 　　 （敬称略）

前事業所名 新事業所名

金 徳 商 店 ➡ 菓 子 問 屋 金 徳

（左から）
赤間則子先生、高橋茉

ま お

音さん、
木村ひよりさん、渡部朱莉さん

「団体総合競技・小学生の部」 優勝
赤間そろばん教室
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●地域産業資源活用事業化促進事業

バーニック・ナガイ活動報告

バーニック・ナガイ出没予報

◆

◆

◆
◆
◆

◆

◆
◆

◆
◆
◆

1/1

1/3

1/8
1/8
1/15

1/24

1/28
1/31

2/1
2/2
2/15

ＴＡＳ元旦祭に「レディ馬みゅ馬みゅ」が
登場しました。
ＹＴＳ「山形ふるさとＣＭ大賞」（再放送）
に出演しました。
ＹＴＳ「ゴジダス」に出演しました。
ＴＵＹ「Ｎスタやまがた」に出演しました。
テレビ朝日「くりぃむクイズ ミラクル９」
に出演しました。
長井小学校第一校舎ライトアップ点灯式
に登場しました。
ＴＵＹ「Ｎスタやまがた」に出演しました。
ＮＨＫ「ニュースやまがた６時」に出演し
ました。

ながい雪灯り回廊まつりに登場します。
ワッサの雪わっさに登場します。
ＹＢＣおいしいものフェアに登場します。

▲長井商工会議所青年部会「ご当地グルメ新メニュー開発事業」レシピ紹介
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